
北原白秋 竹久夢二・ *

1) **

目 次

北原白秋

竹久夢二 紡車

島崎藤村 若菜集  

若菜集  

北原白秋

竹久夢二

・



含意

北原白秋

北原白秋 糸車

おもひで  

  

柳川 福岡

  

  



양 동 국

絲車 絲車 手しずかにふかき のつむぎ、 、

絲車 夕その やはらかにめぐる ぞわりなけれ。

金
きん

赤と との南瓜
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のふたつ轉
ころ
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坐ひとり りそ留守番
るすばん
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おうな

こそさみしけれ。

耳 目 見 五月もきこえず も えず かくて となりぬれば、 、 、

微
ほの

匂 綿かに ふ くづのそのほこりこそゆかしけれ。

硝子戶棚に白骨
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さ

すもしをらしや。

絲車 絲車 しずかに、 、 黙
もだ

手す の紡
つむ

ぎ、

その物思
ものおもひ

夕やはらかにめぐる ぞわりなけれ。 絲車

  

絲車

日本近代文學大系 北原白秋 全六 卷 角川書店  



共同醫館
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ななめ

に射
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すもしをらしや

わりなけれ さみし

けれ ゆかしけれ しをらしや わりなけれ

絲車 夕その やはらかにめぐる ぞわ

りなけれ その。 物思
ものおもひ

やはらかにめぐ

夕る ぞわりなけれ。

萩原朔太郞

白秋氏 名詩 西洋 世界詩壇 出 一流 價値 落のかうした は の に しても の を ちな、

思いだらうと はれる。
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わりなけれ さみしけれ ゆかしけれ しをらしや

わりなけれ

竹久夢二 紡車

紡車どんたく どんた   
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しろくねむたき春
はる

の晝
ひる

しづかにめぐる紡車
いとぐるま

。

指をうなの をでる糸
いと

は

しろくかなしきゆめのいと

唄をうなの ふその歌
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は
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邪宗門  
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曙光詩社

伴奏 新春号 春お  

雪 國 住 娘の に む なりき。

深林 照の にひそまり らす

黃 冬日 淡 雪ばむ に き はつもり、

機織 娘 歌 淚 歌る は ふなり の、 。

金 十字 菜 花 亂 咲 頃の の の の れ く 、

夢 日さみだれは のしらべにおとなふ

彼女 高原 家 生 出は の に まれ でぬ。

春 父 朝 夕 名 呼お よ と は な なが を ぶ。

春 五さはあれ はゆきへかり いつか たび、

幻 運命 母 奪しの ぞ を ひし、

影 秋 日さむしき の のにほひに

織 娘 歌 淚 歌はた る は ふなり の、 。

父 汝 友たゞひとりの こそ が なれ

高原 巖 起 伏の にふたり き し

娘 手握 娘の りしめ ゆゑ

春 父 朝 夕 名 呼お よ と は な なが を ぶ。



山 斜面 夕 近の は べ く

牝鹿 歌の はもつれゆく。

春 女 血潮あゝお も にてありし その、

燃 轟 流えつゝ きつゝ れゆく、

求 心 燃むる の ゆれども

鳴 音 止 日めじかの く は む なく、

父 思 胸血をし へば しづめて

機 娘 歌 淚 歌 春をる は ふなり の お、 。

春お

機織 娘 歌 淚 歌る は ふなり の、 。

金 十字 菜 花 亂 咲の の の の れ く

頃 夢のしらべ

若菜集  

おえふ

春 伴奏 第二輯 新春号お   
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水靜 江戶川なる の

岸ながれの にうまれいで

岸 櫻 花影の の に

處女われは となりにけり

知 世 経おのれも らず を れば

若 命 堪き に へかねて

岸 草 藉のほとりの を き

微笑 泣 吾身みて く かな 島崎藤村 二 十二連おえふ ・

おえふ

幻 運命 母 奪しの ぞ を ひし

おえふ

おえふ

おえふ

岸 櫻 花影の の に

黃 冬日 淡 雪 金 十字 夢ばむ に き の のしらべ、

秋 日の のにほひに

牝鹿 歌の はもつれゆく
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機織 娘 歌 淚 歌 春 父 朝 夕 汝 名 呼る は ふなり の お よと は な な が を ぶ、

おえふ

伴奏

竹久夢二 紡車

どんたく  

どんたく  

しろくかなしきゆめのいと

唄 歌をうなの ふその は

とほくいとしきこひのうた

とほく もつれて

川路柳虹

朱耀翰君 詩 實 獨特 味 中略の も に の ひがある ー。

朱耀翰君 後來 朝鮮國 詩壇 興 目的 川路柳虹 食卓は の を さんことを としてゐる。

後 伴奏 第四輯の   
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機織

娘 歌 淚 歌る は ふなり の、

おえふ

黃浦



海棠花 香

  

おえふ

おえふ

水靜 江戶川 岸 櫻 花影なる の の の に

黃浦

おえふ

興

生

世上
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要 旨

近代的 叙情 浪漫 歌 詩的素材 少 注目 値な と を うための は なくないようだが とりわけ に するの、

糸車 前近代的 家內手工業 典型的 道具 糸車 含意が である な の な である はどのような を。

新 加 近代詩人 愛 探もっており それに しいイメージが えられて に されるようになったかを ること、

日本近代詩 叙情 浪漫性 深層的 近 方法は における と に に づくよい になるだろう、 。

本論文 日本近代詩壇 大黑柱 一人 言 北原白秋 作品 繪畵 詩 共 綴 詩では の の と える の と と を に った、

畵集 名 竹久夢二 描 糸車 近代詩 追求 近代性 鄕愁で をあげた が いた のイメージを が する と とい、

意味 突 詰 彼 描 出 叙情 詩文學 目指 多 若者う から き めてみた らが き したノスタルジアと は を す くの。

少 影響 与 特 糸車 關連 日本近代詩 叙情性 結 付に なくない を えた に と づけて さらに の と び け。 、

当時日本 留學 韓國 若 詩人 關心 視覺 向 留て に した の い にも の を けなければならない そのなかで、 。

學生 日本詩壇 活躍 朱耀翰 描 機 注目 同時 韓國近代詩 表として で した が いた のイメージに して に に、

糸車 取 上 比較文學的 考察れている のイメージを り げて に してみた。

糸車 詩的素材 取 上 理由 考 叙情 浪漫 重が として り げられた として えられるのは と を んじた、

近代詩 特徵 日本 初期近代詩 表 鄕愁 詩想 斷面的 物語 例の にある の によく れる の はそれを に るよい。

白秋 夢二 詩想 消 遠心力 求心力であるが や の は えていくもどかしさがその と をなしている つま、 。

前近代的 家內手工業 道具 前近代性 近代 浪漫 叙情 生り な の である が の と を かすもっともふさわしい

素材 一方 金億 場合 時代 絡 伝統 回歸 見となったのである の と んでむしろ に したところを せて。 、 、

韓國近代詩 背負 得 宿命いるが これは が わざるを なかった でもある、 。

糸車 機 糸 北原白秋 竹久夢二 朱耀翰 鄕愁キーワード
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